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28t 増
（昨年同月比）

７月以降も今まで
どおり、「ごみの分け方・
出し方」に記載
している袋で出
してください。

弘前市の燃やせるごみの総排出量

 

１人１日当たり
のごみ排出量

 30年度

差

987g
972g
15g

（家庭系・事業系を合計した数値。資源化物などは除く。）

たか丸くんの　ごみ減量速報

 

 29 年度

5,107t平成 30年４月のごみ排出量

　７月はごみの減量とリサイクルに取り組む３Rステップアッ
プキャンペーン期間中だよ！
　リデュース（発生抑制）、リユース（再利用）、リサイクル（再
生利用）を実践して、どんどんごみを減らしていこうね！

■問い合わせ先　環境管理課廃棄物政策係（町田字筒井、☎32・1969）
｠

７月以降の「燃やせるごみ」と
「燃やせないごみ」の出し方について｠

ごみは必ず、収集日の朝８時３０分までに出してください。交通事情などにより収集時間が普段と変わる場合があります。

交通事情などにより収集時間が普段と変わる場合があります。

品　　目

分　　　け　　　方　　・　　出　　　し　　　方

⬆このマークが目印です。

※びんの色ごとに分ける必要はありません。

※かんの素材（アルミ、スチール）ごとに分ける必要はありません。

※化粧品のびん・哺乳びん

※内側が銀色

※ハサミなどで切り開いて袋へ

※細かいものは袋に

※なるべく缶とは別の　（スプレー缶だけの）　　　袋に入れる

※断面が波状

※フィルムは取り除く

※フィルムは取り除く

※なるべくつぶして

※生ごみは　水をよく　切る

※紙おむつは　汚物を取り除く

プラスチック・発泡スチロール

お菓子の箱

包装紙包装紙

紙袋

ゴム・革

CD・ビデオテープ

※細かいものは袋に入れる・1本の長さ60㎝未満、　太さ10㎝未満・1束30㎝以内で1回に3束まで

※　 マークの表記がないもの　

※「雑がみ」で出せるもの

●教科書・参考書・ノート●トイレットペーパーの芯●カレンダー　（紙以外は取り外す）※「燃やせるごみ」は、長さが45cm未満のものが対象です。 指定ごみ袋対象外

※専門業者へ

※使い切って

※厚紙などに　包んで「刃物」　と表示

蛍光管（45㎝未満）・電球・電池

漬物石

チラシ

物干台（台座）
物干台（台座）

せともの・ガラス

アルミホイル

金属製品

耐火金庫耐火金庫 原付バイク原付バイク 消火器消火器 ガスボンベガスボンベ
テレビテレビ（ブラウン管式・液晶式・プラズマ）

（ブラウン管式・液晶式・プラズマ）
エアコンエアコン

洗濯機・衣類乾燥機
洗濯機・衣類乾燥機

冷蔵庫・冷凍庫
冷蔵庫・冷凍庫
冷蔵庫・冷凍庫

自動車部品自動車部品 バッテリーバッテリー 薬品類薬品類 ホームタンク
ホームタンク

※「燃やせないごみ」は、長さが45cm未満のものが対象です。

※灯油を　抜いて
※灯油を　抜いて

※「大型ごみ」と必ず表記
※備品には　「集積所用」と　表示を

※「大型ごみ」は、長さが45cm以上おおよそ180cm未満のものが対象です。

※キャップは外して

※使い切ってから穴をあけてガスを抜く

※軽くすすぐ

※軽くすすぐ

※軽くすすぐ

⬆このマークが目印です。

⬆このマークが目印です。
ティッシュティッシュ

⬆このマークが目印です。

家庭から一度に大量に出るごみ

家電リサイクル法対象品目

危険物・有害物など

●お問い合わせ先（平日 8：30～17：00）
弘前市　都市環境部　環境管理課
TEL 35-1130　または　32-1952

店舗や事務所から出るごみ

平成30年度 ごみの分け方・出し方
ごみの分け方・出し方
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■缶の中身は空にして、軽くすすいでください。

■ボトル缶のキャップや缶詰のフタを切り離したものは「⑩

燃やせないごみ」へ出してください。
■スプレー缶・カセットボンベは、中身を使い切り、屋外の

風通しの良い所で穴をあけてから出してください。
■びんの中身は空にして、軽くすすいでください。

■飲み物や食べ物が入っていたガラスびんに限ります。化粧

品などのびんは「⑩燃やせないごみ」へ出してください。

■取り外せるキャップやフタは、プラスチック製は「⑨燃やせ

るごみ」へ、金属製は「⑩燃やせないごみ」へ出してください。

■紙パックの中身は空にして、軽くすすぎ、ハサミなどで切

り開いてください。■プラスチック製の飲み口などは、取り外して「⑨燃やせる

ごみ」へ出してください。■内側が銀色のものは「⑨燃やせるごみ」へ出してください。

■　　マークの表示がないものでも、横から見て紙の断面が波

状になっていればダンボールです。
■量が多い場合は、紙ひもなどで十字に縛って束ねてくださ

い。
■細かいものは、透明または半透明の袋に入れてください。

■食品など中身が付着している場合は拭き取ってください。

■ティッシュ箱のフィルムなど、紙以外のものは取り除いて

「⑨燃やせるごみ」へ出してください。
■　　マークの表示がないもので、特殊加工がされていない紙

類は、「⑧雑誌・雑がみ」へ出してください。
■　　マークの表示がある飲料品、調味料品などが対象です。

■ペットボトルの中身は空にして、軽くすすいでください。

■ラベルはなるべくはがして「⑨燃やせるごみ」へ出してください。

■キャップは、必ず取り外して「⑨燃やせるごみ」へ出して

ください。

■引越しなどで一度に大量に出るごみは、自ら処理施設へ

搬入するか、一般廃棄物収集運搬許可業者へ処分を依頼

してください。（自己搬入の方法は裏面をご覧ください。）

■収集に各家庭で出せる燃やせるごみは一度に5袋までです。
■事業ごみは、たとえ少量でも家庭ごみと一緒に出すこと

はできません。自ら処理施設へ搬入するか、一般廃棄物

収集運搬許可業者へ処分を依頼してください。

■6月30日までは、中身が判別できる無色透明または半透明

の袋に入れてください。（できるだけ町会あっせんの半透明

緑色袋をご利用ください。）
　7月1日からは、弘前市指定ごみ袋に入れてください。

■生ごみ、プラスチック・ゴム・木・革などの燃える素材ででき

た長さ45cm未満のものが「⑨燃やせるごみ」になります。

■金属やガラスなどの燃えない素材が多く含まれていて取り

外せないものは「⑩燃やせないごみ」へ出してください。

■食用油など液状のものは、凝固剤で固めるか布などに染み

込ませてください。■花火、マッチは十分に水に浸してください。
■6月30日までは、中身が判別できる袋などに入れてください。

　7月1日からは、弘前市指定ごみ袋に入れてください。

■レンガ、ブロック、漬物石、物干台のコンクリート台座な

どは、収集していません。専門の一般廃棄物処理業者へ処

理をお願いしてください。
■ボタン型、充電式電池は収集していません。回収協力店の

回収ボックスを利用してください。詳しくは環境管理課に

お問い合わせください。■パソコンはできるだけ製造メーカーに回収を申し込むか宅

配便回収をご利用ください。（詳しくは裏面をご覧ください。）

■タテ15cm×ヨコ25cm以内の小型家電については、回収

ボックスも利用できます。（設置場所は裏面をご覧ください。）

■誤収集を防ぐため、なるべく「大型ごみ」と表示してください。

■ごみ集積所で使用するホウキやスコップなどには、「集積所

用」と表示するなどしてください。
■自転車は盗難車などと区別するため、必ず目立つところに

大きく「大型ごみ」と表示してください。
■たたみはノコギリなどで半分に切り、小出しにしてください。

（１回に２畳分まで。）■大き過ぎたり、硬過ぎるものは収集できない場合があります。

■新聞は、紙ひもなどで十字に縛って束ねてください。

■雑誌や書籍、パンフレットなどは、紙ひもなどで十字に

縛って束ねてください。■付せんやメモ用紙などの細かいものは、大きい封筒や紙袋

などにまとめていれてください。
■再生資源回収運動やちり紙交換などと区別するため、なる

べく「行政回収」と表示してください。
■以下のものは「⑨燃やせるごみ」へ出してください。

　●カーボン紙　●感熱紙（レシートなど）
　●防水加工紙（写真、紙コップなど）　●圧着はがき

　●においや油類がついた紙　●シュレッダーにかけた紙

■　　マークの表示があるものは「⑤その他の紙」へ出してく

ださい。

■大きいダンボール以外は、中身が判別できる無色透明または半透明の袋に入れて出してください。（できるだけ町会あっせんの無色透明袋をご利用ください。）

■収集日が同じ日であっても、品目①～⑥ごとに別々の袋に入れて出してください。（「かん」と「びん」を同じ袋に入れないでください。）

■処分する場合は、自ら指定引取所へ搬入するか、

購入店や販売店に引き取りを依頼してください。

■処分には、リサイクル料金が必要です。（購入店

などに依頼する場合は手数料が加算されます。）

■処分方法については、購入店や販売店、製品

メーカーにお問い合わせください。
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※マットはセミダブルまで　スプリング付でも可

※マットはセミダブルまで　スプリング付でも可

ふとん
※ヒモでしばる　（小さいものは　　袋に入れる）

7月1日からは指定ごみ袋に入れて出してください。　
●記入欄には、番地（集合住宅であれば部屋番号）を記入してください。ただし、各収 集 場 所 のルールがある場合には、それに従って記入してください。

環境管理課からのお知らせ

■問い合わせ先　環境管理課資源循環係（町田字筒井、☎35・1130）
｠

ｈｉｒｏｓａｋｉ
［広報ひろさき］

Contents
 

02

暮らしの information
イベント、教室など

Health Information
健康の掲示板

smile 通信
さらっと一句・川柳
弘前図書館近着図書紹介
食改さんおすすめレシピ

18

26

28

平成 30 年度 施政方針
03

市政情報
◆国保年金課からのお知らせ
◆介護保険制度
◆後期高齢者医療制度
◆「避難行動要支援者名簿」
を作成
◆木造住宅耐震についてのお
知らせ　　　　　　　　ほか

08

目次
◆環境管理課からのお知らせ　　
　

学生企画コーナー
もっと②♥弘前 !!

17

フォトコレ in ひろさき
史跡堀越城跡 整備現場見学会、
古都ひろさき花火の集い　ほか

16

　　

【今号の表紙】

　平成 30年３月 16日に「弘前市手話言語
条例」が制定されました。この条例の制定に
よって、聴覚に障がいのある人があらゆる場
面で手話による意思疎通ができるよう、市で
もさまざまな施策を実施しています。
　表紙の手話は「手話」という意味。今後は
今まで以上に手話が活用され、さまざまな場
面で手話を目にする機会が増えることでしょう。

簡単な手話から覚えてみよう

ｈｉｒｏｓａｋｉ
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施政方針

3ＨＩＲＯＳＡＫＩ　２０１８.７.１

　４月の市長選挙で当選後初めて招集した平成 30年第２回市
議会定例会の初日（６月８日）、櫻田宏市長は施政方針演説を
行い、新たな任期に向けた決意を表明しました。
　本号では、演説の内容を一部抜粋して紹介します。

３ つ の 柱 で 未 来 を 築 く

平成 30 年度

くらし  いのち  ひと
市 民 生 活 を 第 一 に

　我が国は今、人口減少と少子高齢
化が進行し、当市においても福祉や
子育て、介護、教育、雪対策のほか、
高度経済成長期以降に整備された多
くの公共施設が更新時期を迎えるな
ど、課題が山積しており、行財政改
革や地方創生に向けた取り組みを加
速させていかなければなりません。
　市民の皆さんの負託に応えるべ
く、地方自治法に規定する「住民福
祉の向上」を踏まえ、私の政治理念
である「市民生活を第一に」、市民
の「くらし」を支え、市民の「いのち」
を大切にし、次の時代を託す「ひと」
を育てる、この３つを柱にこれから
の弘前、新しい弘前づくりにまい進
いたします。
　「くらし」では、市民のくらしに
寄り添い、誰もが生き生きと活動で
きる、雪国ならではの快適なまちづ
くりを進めます。
　ごみの減量化は市民生活に直結し
た大きな課題です。市民とともに創
意工夫を図りながら、取り組んでま
いります。
　除排雪については、市民が快適に
安心して生活できるよう、より効果
的、効率的な方法を検討します。

　農業については、高品質な農作物
の生産量を確保するとともに、意欲
ある農業者が将来にわたって持続可
能な農業経営を行うことができるよ
う、鋭意取り組みます。
　「いのち」では、質の高い医療提
供体制の構築及び救急医療体制の恒
久的な維持など、将来にわたり地域
医療をしっかりと守り支え、市民の
健康長寿が図られるよう努めていく
ことが市の責務です。　　　　　　
　健康長寿のまちづくりを推進する
とともに、介護や子育てなどの福祉
施策の更なる充実を図ります。
　市民の「くらし」を支え、市民の
「いのち」を大切にしていくために
は、次の時代を託す「ひと」を育て
ていくことが重要です。　　
　次の時代を託す「ひと」を育てる
ためには、学校と地域とが協働して
学びの場を創出し、弘前全体が「学
びのまち」になる必要があります。
親と子が共に豊かな人間性や社会性
を育むことができる環境づくりに努
めてまいります。
　また、弘前市が持続的に発展して
いくためには、各種産業の活力を維
持・向上させる必要があります。

　農業分野については、後継者の育
成を図るとともに、労働力の確保に
向けた新たな仕組みを構築してまい
ります。
　商工業分野では、製造業の基盤強
化をはじめ、企業誘致や地元生産品
の販売力強化、中心市街地活性化対
策等のほか、若者の地元就職を促進
するための取り組みを強化します。
　観光分野では、多くの観光資源を
当市の優位性と捉え、更なる魅力の
向上と時流に流されることのない足
腰の強い観光のまちづくりを推進し
ます。
　以上、「くらし」、「いのち」、「ひと」の
３本の柱を基本として市政運営を行う
ほか、財政支出の見直しも行います。
　事業の実施や施設の整備にあたっ
ては、市民にとって本当に必要なもの
なのかどうか、市民の目線・気持ちに
立ち費用対効果等を考え、慎重に判
断いたします。
　これからの４年間、一つ一つの課
題に真正面から真摯（しんし）に向き
合い、解決策を積み重ねながら新し
い弘前をつくり上げていく決意ですの
で、市民の皆さんのご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

ｈｉｒｏｓａｋｉ
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